
Ⅲ 研究部のあゆみ 

 

 １ 研究主題・副題 

 

 

 

 ２ 研究の視点 

  (1) 運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる学習過程の工夫 

(2) 指導と評価の一体化を推進する評価活動の工夫 

(3) 体力の向上を図るための体育科学習を含めた教育活動の在り方 

 

 ３ 研究の内容 

(1) 主体的・対話的で深い学びを促すための手立ての工夫 

(2) 指導と評価の一体化を推進する評価活動の工夫 

(3) 体力の向上を図るための資料や場、単元指導計画の工夫 

 

４ 研究の組織 

(1) 全体研究・・・理論の共通理解 等 

(2) 班別研究 

研 究 班 具 体 的 な 取 組 
研究内容 

との関連 

器械運動班 器械運動(6年生)の指導案等資料の作成、研究授業の実施 (1)(2) 

表現運動班 表現運動指導のための資料作成 (3) 

ボール運動班 ゴール型(サッカー)のミニゲーム集作成 (3) 

陸上運動班 陸上運動(5年生)の指導案等資料の作成、研究授業の実施 (1)(2) 

保健班 保健指導のための資料作成（養護教諭部会との連携） (3) 

体つくり運動班 体つくり運動(6年生)の指導案等資料の作成、研究授業の実施 (1)(2) 

HP(ホームページ)班 宮崎市小体連ホームページの更新（情報の提供） (1)(2)(3) 

 

 ５ 研究の実際 

 (1) 主体的・対話的で深い学びを促すための手立ての工夫 

① キーワードの提示 

  児童の主体的・対話的な学びを促すために、単元を貫くキ

ーワードの提示を行った。【写真１】児童は、キーワードを

使って活動を見通したり振り返ったりすることができ、主体

的に対話を行い、深い学びにつなげることができた。 

 

 

 

   ② 対話の必然性を生み出す活動の設定 

     対話の必然性を生み出すために、グループによる活動を取

り入れた。【写真２】は、集団マットに取り組む児童の様子

である。グループの動きをよりよいものにするために、児童

は教え合ったり、アイデアを出し合ったりして、積極的に対

話を行うことができていた。 

 

【授業者】 

５年 陸上運動：ハードル走 

本郷小学校  西山 大地 教諭 

６年 器械運動：マット運動 

住吉小学校  東 貴秋 教諭 

６年 体つくり運動：体力を高める運動 

大宮小学校  緒方 和大 教諭 

生涯にわたり、仲間とともに主体的に運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

【写真１】キーワードの提示 

キーワード 

キーワードの例【体つくり運動（体力を高める運動）】 

タイミング バランス 力の調整 リズム 

【写真２】集団マットにおける対話 



 第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第８時 

本時のめあて 

学習の進め方

を確認しよう 

 

３歩のリズム

をつかもう 

インターバル

を見つけよう 

踏切位置と着

地位置の関係

を見つけよう 

ふり上げ足と

ぬき足の形を

身に付けよう 

自分に合った

練習方法を考

えよう 

グループで記

録を伸ばそう 

記録会をしよ

う 

自
分
の
め
あ
て 

目標タイム ． ． ． ． ． ． ． ． 

インターバル ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ 

意識するポイント         

今
日
の
記
録
と
ふ
り
返
り 

４０ｍＨタイム ． ． ． ． ． ． ． ． 

４０ｍＨー４０ｍ ． ． ． ． ． ． ． ． 

接近度得点 点 点 点 点 点 点 点 点 

めあての達成 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 

体育の楽しさ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 

自分の課題         

接近度得点を求めよう！（下の表の接近度タイムから得点を確かめよう） 

４０ｍＨ（ハードル）のタイム－４０ｍのタイム   ”  ＝接近度タイム 

接近度タイム 得点 接近度タイム 得点 接近度タイム 得点 

   ～２．８ １点 １．８～１．６ ５点 ０．８～０．７ ９点 

２．７～２．５ ２点 １．５～１．３ ６点 ０．６～ １０点 

２．４～２．２ ３点 １．２～１．１ ７点 
100分の 1秒は四捨五入 

２．１～１．９ ４点 １．０～０．９ ８点 

 

 ハードルの学習をふり返って 

 

 ５年 ２組  グループ 名前 

  ③ 学習環境の整備 

    主体的・対話的で深い学びを促すために、学習環境の整備を行った。

【写真３】は、ホワイトボードを使って集団マットの計画を立てている

児童の様子である。この他にも、意図的なグループ編成、技のポイント

が示された掲示物などを活用し、児童の主体的・対話的な活動を促すよ

うにした。 

 

(2) 指導と評価の一体化を推進する評価活動の工夫 

  ① 学習カードの活用 

    指導と評価の一体化を推進するために、学習

カードの活用を行った。【資料１】は、陸上運

動（ハードル走）の指導において活用した学習

カードである。児童に毎時間の目標を設定させ、

その目標をグループで共有し、活動に取り組ま

せた。活動後は、目標の達成度を評価し、次時

へつなげさせるようにした。 

  ② モデリング 

    本時のポイントとなる動きを紹介し、全体に広げた。このことにより、児童はポイントを意識しな

がらその時間のねらいに沿った動きを行うようになった。 

 

(3) 体力の向上を図るための資料や場、単元指導 

 計画の工夫 

  ① 資料の収集、整理と情報の共有化 

    養護教諭部会と連携し、保健学習に関する

資料を一覧表にまとめた。【資料２】また、こ

の資料を宮崎市小体連ホームページに掲載し、

情報の共有化を図った。 

  ② 指導計画の作成 

    ボール運動（ゴール

型）のミニゲーム集

【資料３】、表現運動

の活動事例集【資料４】

を作成した。 

    「誰でもすぐに使え

る資料」を共有するこ

とにより、児童の体力

の向上を図った。 

 

６ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

  ○ 視点１については、上記のような具体的な取組を行ったことにより、児童の主体的・対話的で深い

学びにつなげることができた。 

  ○ 視点２については、学習カードの活用などにより、指導と評価の一体化を推進することができた。 

  ○ 視点３については、具体的な資料を共有したことにより、全体的な指導力の向上につなげることが

できた。 

(2) 課題 

  ● 今年度の取組を他領域、他学年に広げていきたい。 

【写真３】ホワイトボードの活用 

【資料１】陸上運動(ハードル走)で活用した学習カード 

【資料２】保健学習に関する資料一覧表 

【資料３】ボール運動(ゴール型)ミニゲーム集 【資料４】表現運動の活動事例集 


